
令和８年武道振興大会令和８年武道振興大会

挨拶を述べる江渡聡徳武道議員連盟会長挨拶を述べる江渡聡徳武道議員連盟会長



祝辞を述べる松本洋平文部科学大臣祝辞を述べる松本洋平文部科学大臣

令和８年武道振興大会令和８年武道振興大会
武道のより一層の振興を図る武道のより一層の振興を図る

注目ニュース

　

令
和
８
年
武
道
振
興
大
会
が
３
月

　

令
和
８
年
武
道
振
興
大
会
が
３
月

４
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の

４
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

国
会
議
員
や
武
道
関
係
者

国
会
議
員
や
武
道
関
係
者
231231
名
が
出

名
が
出

席
し
た
。

席
し
た
。

　

大
会
で
は
、
武
道
の
無
形
文
化
遺

　

大
会
で
は
、
武
道
の
無
形
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と

産
登
録
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と

な
ど
を
求
め
た
決
議
文
が
採
択
さ
れ

な
ど
を
求
め
た
決
議
文
が
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、

た
。
ま
た
、
松松ま

つ
ま
つ

本本も
と
も
と

洋洋よ
う
よ
う

平平へ
い
へ
い

文
部
科
学
大

文
部
科
学
大

臣
、
臣
、
森森も

り
も
り

英英え
い
え
い

介介す
け
す
け

衆
議
院
議
長
が
来
場

衆
議
院
議
長
が
来
場

し
、
武
道
関
係
者
に
対
し
祝
辞
を
述

し
、
武
道
関
係
者
に
対
し
祝
辞
を
述

べ
た
。

べ
た
。

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
9595

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ニュース　武道振興大会

　

令
和
８
年
武
道
振
興
大
会
が
武
道
議
員

連
盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道
館

の
共
催
で
３
月
４
日
、
永
田
町
の
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
国
会
議

員
・
武
道
関
係
者
231
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
武
道
の
無
形
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
国
内
外
の
理
解
促
進

の
た
め
の
武
道
の
裾
野
の
拡
大
と
さ
ら
な

る
周
知
へ
の
支
援
な
ど
、
武
道
振
興
発
展

の
た
め
の
９
項
目
を
要
望
す
る
大
会
決
議

が
採
択
さ
れ
、
田
名
部
匡
代
武
道
議
員
連

盟
副
会
長
・
理
事
長
か
ら
浅
野
敦
行
ス
ポ

ー
ツ
庁
次
長
に
決
議
文
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事

務
局
長
が
司
会
を
務
め
、
丹
羽
秀
樹
武
道

議
員
連
盟
理
事
・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言

で
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　

主
催
３
団
体
を
代
表
し
て
江
渡
聡
徳
武

道
議
員
連
盟
会
長
が
「
昨
年
の
武
道
振
興

大
会
の
中
で
の
高
村
正
彦
会
長
の
発
言
を

受
け
、
本
年
の
決
議
文
で
は
武
道
の
無
形

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

の
要
望
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
今
後
は
、

武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
国
内
と
と
も
に

国
外
に
も
広
く
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
私

た
ち
の
目
的
は
、『
国
家
百
年
の
計
』
で

す
。
武
道
を
通
じ
て
少
年
少
女
が
心
身
と

令和８年武道振興大会令和８年武道振興大会
武道の無形文化遺産登録を目指して武道の無形文化遺産登録を目指して

田名部副会長・理事長（左）が浅野スポーツ庁次長に決議文を手渡した田名部副会長・理事長（左）が浅野スポーツ庁次長に決議文を手渡した
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い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
国
内
で
は
少
子
化
の
進
行
に
伴

い
、
武
道
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
減
少
し

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
複
雑
化
し

変
化
の
激
し
い
現
代
こ
そ
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
武
道
を
通
じ
て
心
身
を
鍛

え
、
健
全
な
成
長
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
武
道
関
係
者
の

皆
様
が
、
一
致
団
結
し
て
青
少
年
の
武
道

の
普
及
・
振
興
に
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
高
市

早
苗
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
文
を
司
会
の

片
岡
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長

が
代
読
し
た
。

　

次
に
９
道
武
道
団
体
の
代
表
者
が
挨
拶

に
立
ち
、
現
在
の
活
動
状
況
と
今
後
の
抱

負
を
述
べ
た
。

　

挨
拶
後
は
川
端
達
夫
日
本
武
道
協
議

会
・
日
本
武
道
館
理
事
長
が
乾
杯
の
発
声

を
行
い
懇
親
会
に
移
っ
た
。
各
道
関
係
者

は
武
道
の
垣
根
を
越
え
、
新
た
な
目
標
に

向
か
っ
て
親
交
を
深
め
た
。
最
後
は
片
岡

日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
が
閉

会
宣
言
を
行
い
、
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

江渡聡徳江渡聡徳
武道議員連盟会長武道議員連盟会長

川端達夫川端達夫
日本武道協議会・日本武道館理事長日本武道協議会・日本武道館理事長

高村正彦高村正彦
日本武道協議会・日本武道館会長日本武道協議会・日本武道館会長

森英介森英介
衆議院議長衆議院議長

　

次
に
松
本
洋
平
文
部
科
学
大
臣
が
「
武

道
は
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
世
界
に
誇
る
日
本
文
化
で
あ
り
、

心
・
技
・
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
、
人
格

を
磨
き
、
礼
節
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う

な
ど
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
日
、
武
道
が
幅
広
い
年

齢
層
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
に
お
い
て
も
広
く
普
及
・
発

展
し
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
の
長
年
に
わ

た
る
ご
尽
力
の
賜た
ま

物も
の

で
あ
り
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
昭

和
元
年
か
ら
起
算
し
て
満
100
年
を
迎
え
る

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
武
道

の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
が
味
わ
い
、

次
の
100
年
に
も
確
か
に
受
け
継
が
れ
る
よ

う
に
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き

武
道
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
支

援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
田
名

部
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事
長
が
大

会
決
議
を
読
み
上
げ
る
と
満
場
の
拍
手
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
、
浅
野
ス
ポ
ー
ツ
庁
次

長
に
決
議
文
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

次
に
、
森
英
介
衆
議
院
議
長
が
「
我
が

国
の
武
道
が
国
内
外
に
お
い
て
、
広
く
親

し
ま
れ
、
そ
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て

も
に
強
く
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
社
会

貢
献
の
で
き
る
立
派
な
人
材
を
育
て
、
社

会
全
体
を
よ
く
す
る
こ
と
、
立
派
な
国
を

つ
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
世
界

情
勢
は
混こ
ん

沌と
ん

と
し
、
恒
久
平
和
は
遠
の
く

ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
武
道
の
基

本
精
神
で
あ
る
『
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終

わ
る
』。
こ
の
精
神
を
も
っ
と
広
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

行
っ
た
。
続
い
て
高
村
正
彦
日
本
武
道
協

議
会
・
日
本
武
道
館
会
長
が
「
昨
年
の
武

道
振
興
大
会
で
、
日
本
の
誇
る
べ
き
伝
統

文
化
で
あ
る
武
道
の
無
形
文
化
遺
産
登
録

を
目
指
す
と
発
言
い
た
し
ま
し
た
ら
、
多

く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

本
武
道
館
・
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道

協
議
会
・
そ
の
他
関
係
各
所
が
無
形
文
化

遺
産
登
録
を
目
指
す
よ
う
に
動
い
て
く
だ

さ
り
、
決
議
ま
で
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
実
現
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
こ
の
時
間
は
、
す
べ
て
の
日
本
国

民
が
祝
杯
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
と
一
致
団
結
し
て
無
形
文

化
遺
産
登
録
の
達
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。
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ニュース　武道振興大会

握手を交わす高村会長（左）と森衆議院議長 決議文を読み上げる田名部副会長・理事長

川端理事長が乾杯の挨拶を行った

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
は
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
、
価
値
観
の
多

様
化
も
相
俟
っ
て
、
行
動
規
範
や
善
悪
の
基
準
が
揺
ら
ぎ
、
明
る
い
国
家
、
社
会
の

将
来
を
見
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
武
技
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を
通
じ
て
人
格
を
磨
き
、

識
見
を
高
め
、
有
為
の
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
武
道
は
、
旺
盛
な
活

力
と
清
新
な
気
風
の
源
泉
と
し
て
日
本
人
の
人
格
形
成
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

我
が
国
伝
統
の
武
道
の
普
及
奨
励
は
、
精
神
を
高
揚
し
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
育

成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
・
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
広
く
世
界
の
平
和
と
福

祉
に
貢
献
す
る
人
物
を
生
み
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
育
基

本
法
に
示
さ
れ
る
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国

と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与

す
る
態
度
を
養
う
」
と
い
う
目
的
と
も
合
致
す
る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
は
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
左
記

事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

�

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
、
国
内
外
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
武
道
の
裾
野
の
拡
大
と
さ
ら
な
る
周
知
が
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
う
こ
と
。

二　

�

必
修
化
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授
業
に
関
し
、
学
習
指
導
要
領
に
並
列
明
記
さ
れ

た
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複

数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三　

�
中
学
校
武
道
授
業
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件

整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。
特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成

大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校
教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し

て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有
段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導
者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を

決　

議

決　

議
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内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

　

令
和
８
年
武
道
振
興
大
会
の
ご
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

ご
参
集
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
武
道
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
感
謝
を
込
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

武
道
の
進
展
は
、
２
つ
の
道
を
体
現
し
て
い
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
１
つ
目

は
、
外
面
に
お
け
る
「
身
体
の
道
」
で
あ
り
、
２
つ
目
は
、
内
面
に
お
け
る
「
精

神
の
道
」
で
す
。
こ
の
２
つ
の
道
が
調
和
し
合
っ
て
、
豊
か
な
人
間
形
成
、
ひ
い

て
は
豊
か
な
人
生
へ
と
導
か
れ
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
武
道
は
、
日
本
の
み
な
ら

ず
、
広
く
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
訪
日
外
国
人
観
光

客
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
今
日
、
連
綿
と
続
く
、
日
本
の
精
神
を
体
現
す
る
武

道
は
、
海
外
か
ら
も
益
々
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
全
国
の
中
学
校
で
武
道
を
必
修
と
す
る
中
、
武
道
の
推
進
校

を
指
定
し
、
学
校
に
お
け
る
武
道
の
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
も
今
ま
で
以
上
に
皆
様
方
と
一
体
と
な
り
武
道
の
振
興
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
８
年
３
月
４
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

高
市　

早
苗　

図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体

育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得

て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目

の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重

視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修

会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成
等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、

助
成
を
行
う
こ
と
。

四　

�

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

五　

�

学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域
展
開
に
お
い
て
武
道
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
各
地
域
で
の
武
道
の
指
導
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
武
道
指
導
者
に
つ
い

て
継
続
的
に
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
、
助
成
を

行
う
こ
と
。

六　

�

武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
の
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
武
道
の
国
際
大
会
や
国

際
交
流
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

�

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

八　

�

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国

が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化

財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官

表
彰
の
授
与
な
ど
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

九　

�

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
武
道
授
業
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
武
道
館
及
び
町
道

場
に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
修
繕
・
新
築
に
関
す
る
助
成
金
の
支
出
、

賃
料
・
地
代
の
援
助
、
相
続
税
・
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す

る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
八
年
三
月
四
日
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ニュース　武道振興大会

◉
各
道
代
表
者
挨
拶

◉
各
道
代
表
者
挨
拶

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
副
会
長

　

兼
専
務
理
事

「
２
０
２
３
年
に
作
成
し
た
長
期
育
成
指

針
を
も
と
に
、
各
年
齢
層
に
対
応
す
る
プ

ロ
ダ
ク
ト
が
揃そ
ろ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
高
齢
者
の
転
倒
事
故
を
防
止
す
る
『
転

倒
外
傷
予
防
講
習
』
や
、
小
学
生
や
未
就

学
児
に
多
い
顔
の
怪け

我が

を
防
止
す
る
『
転

び
方
講
習
』
な
ど
が
ご
好
評
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉
納
治

五
郎
師
範
は
、
柔
道
の
目
的
は
勝
負
、
体

育
、
修
心
の
三
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
勝
負
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
体
育
、
修
心
に
も
用
い
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
真
砂
威
会
長

「
剣
道
界
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
悩
ま

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
高
齢
化
の

方
は
生
涯
剣
道
と
し
て
、
高
齢
者
が
活
発

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
化
に
つ
い

て
は
、
剣
道
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
妙
案
が
浮
か

ば
ず
、形
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

海
外
に
目
を
向
け
る
と
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
地
区
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
昨
年

の
12
月
に
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
剣
道
連

盟
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の

５
月
30
・
31
日
に
、
第
1
回
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
剣
道
大
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会
の
成
功
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
永
谷
喜
一
郎
会
長

「
全
日
本
弓
道
連
盟
に
は
会
員
が
約
14
万

人
い
ま
す
。
こ
の
約
半
数
が
中
学
生
・
高

校
生
の
部
活
動
で
弓
道
を
行
っ
て
い
る
生

徒
で
す
。
部
活
動
か
ら
地
域
展
開
す
る
こ

と
に
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
各
学

校
・
各
地
域
指
導
者
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
尽
力
し
て
弓
道
の
精
神
を
次
世
代
に
継

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
10
年

に
は
世
界
弓
道
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
世
界
大
会
に
お

い
て
日
本
武
道
の
神
髄
を
示
せ
る
よ
う
な

選
手
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
名
誉
会
長

「
日
本
相
撲
連
盟
は
昨
年
６
月
、
国
際
相

撲
連
盟
は
昨
年
の
９
月
、
新
会
長
に
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
会
長
が
就
任
し
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
経
営
の
経
験
な

ど
、
抜
群
の
力
を
お
借
り
し
、
新
会
長
の

最
大
の
目
標
で
あ
る
日
本
武
道
３
種
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
参
加
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
名
誉
会
長

「
毎
年
、
決
議
文
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
実
現
に
向
け
て
工
程
表
を
作

成
し
、
具
体
的
な
目
標
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
で
も
二
つ
で
も

実
現
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
皆
様
が
集
ま

っ
て
楽
し
み
が
で
き
る
よ
う
な
会
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
厳
し
い
一
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
学
校
・
高

等
学
校
の
普
及
度
が
低
い
の
で
、
地
域
連

盟
と
協
力
し
、
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
海
外
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在

140
の
国
と
地
域
に
合
気
道
の
輪
が
広
が
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
、
国
際
合
気
道

連
盟
が
創
設
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
・
中
東
・
中
南
米
な
ど
の
国
々
に
も

し
っ
か
り
と
合
気
道
を
普
及
・
振
興
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、
必

ず
合
気
道
の
理
念
と
技
法
を
正
し
く
指
導

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
井
上
弘
理
事

「
日
本
の
武
道
は
人
づ
く
り
・
人
間
教
育

が
目
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
は

戦
争
や
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
の
も
現
実

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
一
番
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
自
分
の
存
在
も
大
切
で

あ
る
が
、
相
手
の
幸
せ
も
考
え
ら
え
る
特

性
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
創

始
者
で
あ
る
宗
道
臣
の
『
半
ば
は
自
己
の

幸
せ
を
、
半
ば
は
他
人
の
幸
せ
を
』
と
い

う
理
念
を
持
っ
た
豊
か
な
心
を
培
っ
た
人

を
一
人
で
も
多
く
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

少
林
寺
拳
法
の
一
番
の
目
的
で
す
。
少
林

寺
拳
法
連
盟
は
２
０
２
７
年
に
創
始
80
周

年
を
迎
え
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
の
創
始
の

目
的
を
胸
に
普
及
・
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
福
岡
知
子
専

　

務
理
事

「
令
和
７
年
度
に
本
連
盟
は
創
立
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
70
年
の
長
き
に
わ
た
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中里壮也
全日本柔道連盟副会長兼専務理事

南和文
日本相撲連盟名誉会長

笹川堯
全日本空手道連盟名誉会長

植芝守央
合気会理事長

井上弘
少林寺拳法連盟理事

福岡知子
全日本なぎなた連盟専務理事

番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長

真砂威
全日本剣道連盟会長

永谷喜一郎
全日本弓道連盟会長

り
、
導
い
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
創
立
100
年
に
向
け
て
歩

み
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
さ
て
、
中

学
校
で
は
、
本
年
度
も
152
校
・
約
３
万
人

の
生
徒
が
な
ぎ
な
た
授
業
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
男
女

の
全
日
本
選
手
権
大
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
優
勝
者
が
８
度
目
の
日
本
一
に
輝
き
ま

し
た
。
彼
ら
を
目
標
と
す
る
次
世
代
の
選

手
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
は
、
埼
玉
県
で
４
年
ぶ
り

に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な
ぎ
な
た
競
技
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
80
代
の
現
役
選
手
も
多

く
、
幼
少
期
か
ら
高
年
齢
ま
で
生
涯
武
道

と
し
て
な
ぎ
な
た
の
楽
し
み
や
、
喜
び
を

共
有
し
、
本
連
盟
が
目
標
と
す
る
『
凛り
ん

と

し
た
な
ぎ
な
た
』
の
心
を
次
世
代
に
も
継

承
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
番
匠
幸
一
郎
会
長

「
今
回
は
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
た
い
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
目
は
国
際
的
な
活
動

で
す
。
昨
年
、
国
際
銃
剣
道
連
盟
を
創
設

い
た
し
ま
し
た
。
創
設
後
は
続
々
と
世
界

各
地
に
銃
剣
道
連
盟
の
支
部
が
立
ち
上
が

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
カ
ナ
ダ
で

国
際
大
会
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
大
会
に
も
海
外
チ
ー
ム
が

参
加
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
銃
剣
道
の
良
さ
、
武
道
の
良
さ
を
世

界
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
二
つ
目
は
女
性
剣

士
の
活
躍
で
す
。
昨
年
８
月
に
初
開
催
と

な
る
全
日
本
女
子
選
手
権
大
会
を
創
設
い

た
し
ま
し
た
。
女
性
剣
士
の
活
躍
・
選
手

層
の
拡
大
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
全
日
本
銃

剣
道
連
盟
は
、
令
和
８
年
度
に
創
設
か
ら

70
年
を
迎
え
ま
す
。
70
年
の
節
目
を
胸
に

刻
み
な
が
ら
、
現
代
に
武
士
道
の
伝
統
を

継
承
す
る
武
道
の
一
つ
と
し
て
、
武
道
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
」
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ニュース　武道議員連盟総会

　

丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理
事
・
事
務

局
長
の
司
会
の
も
と
、
初
め
に
同
連
盟
の

江
渡
聡
徳
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い

て
同
連
盟
名
誉
顧
問
で
あ
る
高
村
正
彦
日

本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
会
長
が
挨

拶
を
行
い
会
議
に
入
っ
た
。

　

総
会
で
は
丹
羽
理
事
・
事
務
局
長
か
ら

事
務
局
報
告
と
し
て
、
令
和
７
年
の
会
計

報
告
と
決
議
案
が
諮
ら
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
浅
野
敦
行
ス
ポ
ー

ツ
庁
次
長
が
武
道
振
興
施
策
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

司会を務めた丹羽秀樹
武道議員連盟理事・事務局長

⑴
学
校
に
お
け
る
武
道
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

「
体
育
授
業
に
お
け
る
武
道
種
目
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
全
国
各
地
の
中

学
校
を
『
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
』
に
指
定

し
て
多
様
な
武
道
種
目
を
実
践
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
各
武
道
団
体
に
お

い
て
は
、
外
部
指
導
者
の
養
成
講
習
会
・

指
導
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成
な
ど
が
、

学
校
の
体
育
授
業
の
支
援
体
制
を
整
え
る

取
り
組
み
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和

７
年
度
か
ら
新
た
に
各
武
道
を
紹
介
す
る

動
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
徒

が
学
校
で
使
用
し
て
い
る
一
人
一
台
端
末

を
使
用
し
、
９
武
道
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
や

礼
法
、
基
本
的
な
技
法
等
の
解
説
動
画
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
授
業

で
取
り
組
ん
で
い
る
武
道
へ
の
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
他
の
武
道
に
つ
い
て
も
そ
の
成
り
立

ち
や
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
風
景
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
本
事
業

　

令
和
８
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
３
月
４
日
、
武
道
振
興
大
会
に
先
立
ち
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
国
際
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
総
会
に
は
同
連
盟
に
所
属

す
る
国
会
議
員
（
代
理
出
席
を
含
む
）、
日
本
武
道
館
役
員
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
幹

部
が
出
席
し
、
同
連
盟
の
事
務
局
報
告
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道
振
興
施
策
、
日

本
武
道
協
議
会
と
日
本
武
道
館
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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武道議員連盟総会の様子武道議員連盟総会の様子

は
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
」

⑵
運
動
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

「
令
和
７
年
に
策
定
し
た
『
部
活
動
改
革

及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
基
づ

き
、
令
和
８
年
度
か
ら
改
革
実
行
期
間
と

し
て
推
進
し
て
い
く
。
部
活
動
の
地
域
展

開
が
進
む
こ
と
で
、
学
校
の
中
で
閉
じ
ら

れ
て
い
た
活
動
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
武
道

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
武
道
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
ク
ラ
ブ

の
活
動
の
支
援
を
武
道
団
体
や
各
自
治
体

と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
」

⑶
武
道
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

「
令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
で
約
22
億
円

を
計
上
し
、
令
和
８
年
度
の
予
算
は
約
28

億
円
を
計
上
し
た
」

⑷
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
２
大
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
位
置

付
け
、
必
要
な
支
援
を
行
う
。
訪
日
客
の

さ
ら
な
る
増
加
や
地
方
へ
の
誘
客
、
長
期

滞
在
に
資
す
る
も
の
と
考
え
、
武
道
の
振

興
や
裾
野
の
拡
大
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

考
え
る
」

⑸
こ
こ
ス
ポ
に
つ
い
て

「『
こ
こ
ス
ポ
』
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
施
設
な
ど
の
情
報

を
一
元
的
に
取
り
扱
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
た
い
方
々
に
情
報
を
提
供
す
る
た
め

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
。
同
サ
イ
ト

に
登
録
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
無
料
で
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
多

く
の
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
武
道
に
触

れ
る
機
会
を
も
て
る
よ
う
、
各
種
武
道
イ

ベ
ン
ト
や
武
道
教
室
、
施
設
の
情
報
発
信

な
ど
活
用
を
促
し
て
い
く
」

◇

　

次
に
日
本
武
道
館
の
篠
㟢
浩
之
振
興
部

長
が
、
令
和
７
年
度
の
日
本
武
道
協
議
会

な
ら
び
に
加
盟
各
団
体
の
活
動
状
況
と
し

て
①
少
年
少
女
武
道
指
導
書
の
活
用
促
進

に
つ
い
て
②
令
和
６
年
度
同
協
議
会
の

『
年
報
』
に
つ
い
て
③
同
協
議
会
加
盟
団

体
の
令
和
７
年
度
の
主
要
世
界
大
会
・
全

日
本
大
会
等
開
催
状
況
④
令
和
７
年
度
の

主
な
事
業
⑤
古
武
道
保
存
事
業
⑥
武
道
国

際
交
流
事
業
⑦
武
道
の
無
形
文
化
遺
産
登

録
申
請
に
つ
い
て
説
明
。
次
に
、
令
和
８

年
度
の
主
な
武
道
振
興
普
及
事
業
の
説
明

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
令
和
７
年
度
に

実
施
し
た
事
業
の
う
ち
海
外
派
遣
事
業
に

代
わ
り
、
外
国
語
武
道
動
画
配
信
事
業
を

年
度
内
に
８
回
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

令和８年武道議員連盟総会令和８年武道議員連盟総会
運動部活動の地域クラブ活動への運動部活動の地域クラブ活動への
展開に向けた武道指導の充実を図る展開に向けた武道指導の充実を図る
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ニュース　武道議員連盟総会

武道議員連盟役員名簿　（敬称略）

名 誉 顧 問　　高村　正彦（元衆議院議員）　　川端　達夫（元衆議院議員）
顧　　　問　　麻生　太郎（自民）　　中曽根弘文（自民）　　森　　英介（自民）
会　　　長　　江渡　聡徳（自民）	

副　会　長　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　遠藤　　敬（維新）

　　　　　　　河野　義博（中道）　　下村　博文（自民）　　田名部匡代（立憲）

　　　　　　　永岡　桂子（自民）　　古川　元久（国民）　　山谷えり子（自民）

　　　　　　　笠　　浩史（中道）

理　事　長　　田名部匡代（立憲）
理　　　事　　笹川　博義（自民）　　柴田　　巧（維新）　　丹羽　秀樹（自民）
　　　　　　　長島　昭久（自民）　　福岡　資麿（自民）

事 務 局 長　　丹羽　秀樹（自民）
事務局次長　　高村　正大（自民）　　熊田　裕通（自民）　　若井　敦子（自民）

令和８年３月４日現在
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●スポーツ庁　資料●スポーツ庁　資料

令和の日本型学校体育構築支援事業
   多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化

 

（１）都道府県・指定都市教育委員会等に委託
多様な武道種目に触れる保健体育の授業や外部指導者の活用などを
行う中学校を「武道推進モデル校」に指定して実践研究を行うとともに、
多様な武道種目の指導法講習会など教員の指導力向上を図る取組
等を実施する

多様な武道等指導の充実

（２）法人格を有する団体に委託
・ GIGA端末を活用し、児童生徒が技の仕組みや一つ一つの動作がもつ意味などに
ついてより深く理解し実践することができるよう、授業で学ぶ各武道の様々な技や動き、
用具等について、それぞれ概要、動作や原理の解説、様々な角度から閲覧できる
模範例などをコンパクトにまとめた解説資料を作成する
・ 武道関係団体による外部指導者の養成講習会や指導ガイドブック資料の作成など、
指導力向上を行うことで、中学校における多様な武道種目の実践を支援する体制を
強化するための取組等を実施する

指導のための体制強化

令和３年度から全面実施した学習指導要領において、武道の種目は、柔道、剣道、相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法、
銃剣道を示し、我が国固有の伝統文化により一層触れることとしており、保健体育授業における武道等の指導の一層の充実を図るためには、全
国的に質の高い授業の実践、教員等の指導力向上が必要である。

背 景

普及  啓発

【武道推進モデル校】

普及  啓発

【武道推進モデル校】

我が国固有の伝統文化である武道等の指導の充実を図るため、中学校の保健体育における多様な武道種目の実施や外部指導者の活用な
どの実践研究を行うとともに、武道関係団体による多様な武道指導実践への支援体制の強化を図る取組を行う。

事 業 概 要

令和８年度予算額（案）      ：195,500千円
（前 年 度 予 算 額 ：195,500千円）

普及  啓発

【武道推進モデル校】
事業委託：5１百万円

事業委託：145百万円

（担当：スポーツ庁政策課 企画調整室）

0

Ⅰ.部活動の地域展開等推進事業 54億円

部活動の地域展開等の全国的な実施

事業内容

地方公共団体に対して、中学校の部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進や部活動指導員の配置に係る経費を補助するとともに、地域間における体験格差の防止、子供たち
の安全・安心な活動や質の高い指導の担保等の観点から、地方公共団体への伴走支援等を実施。

・部活動の地域展開に当たり必要な公立中学校の施設の整備・改修を支援(用具保管の倉庫、スマートロック設置に伴う扉の改修等)
・指導者養成のための講習会や暴力等の根絶に向けた啓発活動の実施 ・大学生が卒業後も継続的に地域の中学生の指導に当たる仕組みを構築 等

理念・方向性

 「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、地域の実情に
応じスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消。

 急激な少子化が進む中でも、将来にわたって子供たちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこ
とができる機会を確保・充実。学校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上。

 学校部活動の意義を継承・発展させつつ、地域クラブ活動としての新たな価値を創出。
 地域の実情に応じた持続可能で多様なスポーツ・文化芸術環境を整備。

 学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を地域全体で関係者が
連携して支え、子供たちの豊かで幅広い活動機会を保障。

「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」（令和７年12月文部科学省）に基づき、令和８年度からの「改革実行期間」における部活動の地域展開等の全国的な実施を推進

＊1 都道府県又は指定都市が実施主体の場合は、国1/3、都道府県・指定都市2/3
＊2 本資料における「スポーツ」には障害者スポーツを、「文化芸術」には、障害者芸術を、「中学校」には特別支援学校中学部等を含む。

Ⅱ.地域における新たなスポーツ環境の構築等 3億円

（担当：スポーツ庁地域スポーツ課、文化庁参事官（芸術文化担当））

【「強い経済」を実現する総合経済対策（令和7年11月21日閣議決定）抜粋】
地域クラブ活動の推進体制整備や各種課題解決に向けた継続的な支援等により、部活動の地域展開等の全国実施を加速する。

●スポーツ基本法（令和７年改正後）（抜粋）
第十七条の二 地方公共団体は、（略）中学校の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会を確保するため
   に必要な施策を講ずるよう努めなければならない。
２ 国は、地方公共団体に対し、前項の施策の円滑な実施のために必要な助言、指導、経費の補助その他の
援助を行うよう努めるものとする。
●公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（令和７年改正）（抜粋）
附則第三条 政府は、（略）次に掲げる措置を講ずるものとする。
 六 部活動の地域における展開等を円滑に進めるための財政的な援助を行うこと。

根拠法令

※令和７年度補正予算額：82億円

★（一部）

（１）部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進

（４）地方公共団体への伴走支援と安全安心・質の高い指導の担保等
・相談・サポート窓口設置、アドバイザー派遣、取組状況調査、課題への対応策創出、好事例の横展開
・指導・リスクマネジメントの手引きの作成、動画ポータルサイトの運営（JSC運営費交付金）

各学校や拠点校に部活動指導員を配置し、指導や大会引率等を担う。
【17,320人（運動部：13,620人、文化部：3,700人）】

①休日の地域クラブ活動
の活動費等の支援

②経済的困窮世帯の
生徒への支援

③推進体制の整備等

指導者謝金、事務局人件費、
旅費、消耗品費 等

補助金

参加費・保険料
コーディネーターの配置
人材バンクの設置・運用、指導者
研修、移動手段確保 等

（２）平日も含めた地域展開等の加速化のための重点課題への対応 補助金

実現可能な活動の在り方や課題への対応策の検証等を行うため、実証事業を実施。

（３）中学校における部活動指導員の配置支援 補助金

〈定額補助：国10/10〉

〈補助割合：①③は国1/3、都道府県1/3、市区町村1/3（＊1）、②は国1/2、都道府県・市区町村1/2〉

＜主な重点課題＞
・小学校体育専科教師等の指導者としての活用など多様な兼職兼業のモデル形成
・地元大学等との連携による指導・運営体制の整備
・学校施設の有効活用（指定管理者制度・民間委託等による管理効率化などを含む）
・平日放課後の地域クラブ活動の移動手段の確保 ・民間活力の活用等による持続可能な運営モデルの構築
・パラスポーツの推進及びインクルーシブな活動環境の確保 等

★

★

委託費等

部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進のために必要な経費を、地方公共団体に対して補助。

〈補助割合：国1/3、都道府県1/3、市区町村1/3（＊1）〉
★

休日の実証事業の実施 中間評価の結果を踏まえた
更なる改革の推進

部活動の地域展開等の
全国的な実施を推進

令和5～7年度 令和8～10年度 令和11～13年度
改革実行期間改革推進期間

中間
評価

前期 後期

※休日については、改革実行期間内に、原則、全ての部活動で地域展開の実現を目指す

※★印は令和7年度補正予算に計上

令和8年度予算額（案） 57億円
（前年度予算額 37億円）
令和７年度補正予算額 82億円

※令和７年度補正予算額：0.4億円
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自治体が整備する体育・スポーツ施設に対して学校施設環境改善交付金を交付することにより、以下を推進する。

スポーツをする場の確保

⚫ 学校のプール、武道場の新改築等
⚫ 地域の拠点となる運動場、体育館、

プール、武道場等の新改築等

国土強靱化の推進

避難場所の活用

⚫ 地域のスポーツ施設の耐震化
（構造体・非構造体）

⚫ スポーツ施設の空調整備

脱炭素社会の推進

⚫ 地域のスポーツ施設に
再生可能エネルギーを整備

✓ 災害に強く、災害時にも快適に過ごせるスポーツ施設を整備することで、災害に強いまちづくりに繋がる。
✓ 環境にやさしい地域のスポーツ施設を増やし、脱炭素社会の実現に貢献する。
✓ 地域スポーツクラブ活動に必要な整備・改修を支援することで、地域のスポーツ環境整備を促進する。

R8制度改正

効果

※改築：既存の施設を全部取り壊し、更地にしてから同
様の施設を造る工事

補助対象

⚫ CO2排出減に寄与する整備を支援

地方公共団体 算定割合 １/３補助 ※空調新設、社会体育施設の複合化・集約化等は1/2

地方公共団体 公立中学校

地域スポーツクラブ活動で必要な用具の保管のための用具庫等、 運動部活動の地域スポーツクラブ活動への移行に資する施設について、
整備・改修（28.2億円の内0.2億円）を支援する。
補助対象 補助対象となる学校種 算定割合 １/３補助

⚫ 地域のスポーツ環境の充実 ● 災害時には避難所として活用されるための環境整備（耐震化及び空調設備の整備等）
⚫ 2050年カーボンニュートラル達成に向けて、脱炭素社会の実現に寄与する環境整備

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

事業開始年度 令和５年度～

事業開始年度 平成23年度～

⚫社会体育施設の空調設備（新設）について、補助率引上げ措置の期間延長（令和12年度まで）

 令和8年度予算額（案） 2,817,891千円
（前年度予算額 3,208,456千円）
令和７年度補正予算額 2,200,565千円

（令和６年度補正予算額 1,561,459千円）

体 育 ・ ス ポ ー ツ 施 設 整 備
（ 学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 等 ）

スポーツによる地域活性化・まちづくり
コンテンツ創出等総合推進事業
現状・課題

事業実施期間 平成29年度～

スポーツツーリズムについて、効果的な取組事例の創出、DXを活用したプロモーション等による
スポーツツーリズム・ムーブメントの創出を進める。これにより、武道を含めたスポーツツーリズムの認知拡大による
地方誘客につなげながら、地域スポーツ資源を活用した国内外から選ばれるコンテンツの戦略的な創出を図る。

スポーツによる地方創生・まちづくりの実現へ

事業内容

①スポーツツーリズム・武道等コンテンツ創出事業
0.6億円【拡充】

②スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業
0.9億円

○新たなスポーツ文化拠点やスポーツの誕生、海外プロチームの誘致などが生み出す、
新しいスポーツのムーブメントを活用した高付加価値コンテンツ、及びスポーツと
独自の地域資源をかけ合わせた、”ローカルブランド化”を目指すコンテンツの
創出をモデル的に支援し、交流人口・消費額拡大への貢献等の効果検証を行う。

1.一体型スポーツツーリズム
高品質で新たなコンセプトを有するスタジアムやアリーナの誕生、
MLBや海外サッカーチームのジャパンツアー、eスポーツの国際大会などの
新しいムーブメントを活用し、競技団体・リーグ・民間企業が連携した、
観戦単体だけで終わらない高付加価値な
スポーツツーリズムコンテンツを創出する。

3.その他(スノースポーツ・登山・ニュースポーツ等)
日本固有の自然資源などの地の利を活用した、
わざわざその地に訪れる価値を有する、
新たなコンテンツを創出する。

2.武道ツーリズム
今後も増加が見込まれる訪日外国人観光客を
ターゲットとし、日本発祥の武道と地域独自の
資源（文化・自然・歴史等）が融合した、
希少性の高い本物志向のコンテンツを創出する。 3.担い手育成・事業の高度化/ネットワーク構築

マーケット調査及びオウンドメディアの分析結果を、シンポジウムやセミナー、伴走支援等を
通じて情報提供することにより、担い手による持続的で高付加価値なスポーツコンテンツ
創出の後押しをする。
また、これらの参加者に加えスポーツツーリズムに関心のある
一般事業者も参加可能な交流の場を創出し、スポーツツーリズムのムーブメントを
底支えをするネットワークを作る。

2.戦略的イベント・プロモーションの実施
武道ツーリズムを中心とした、付加価値の高い体験機会を国内外で創出し、
その取組自体を、国ホームページ等でWeb広告も含めたプロモーションを実施。
さらに事業等で連携している組織団体等からも同時に発信することで、
日本ならではのスポーツツーリズムの認知拡大と、地方誘客促進の最大化を図る。

○効果的なムーブメントを創出するため、令和7年度に実施したマーケット調査・分析を基に
国ホームページ及びSNSの進化、及びコンテンツ創出の高度化、戦略的プロモーション
の実施を実現する。またスポーツツーリズムに関心のある事業者等による交流の場を
創出し、その参加者によるネットワークを構築する。

1.オウンドメディアの強化・DX化推進
令和7年度に実施したマーケット調査・分析結果に基づき、国ホームページ等の構成を
見直し、現在のコンテンツ紹介サイトからプラットフォームサイトへ進化をさせる。
掲載コンテンツの拡充及び、サイト内外の回遊性を高める動線を構築することで
UI/UXを向上させ、有用性の高いデータを取得できる環境を整え、
戦略的なコンテンツ創出・プロモーション活動に活用していく。

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

令和8年度予算額（案） 150,025千円
（前年度予算額 167,079千円）
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利府町スポーツ振興課
022-767-2190

問合せ先・電話番号

◎町にゆかりのある「弓道」を基軸とした新たなスポーツ文化の創造にチャレンジ！
◎「スポーツ×歴史文化×観光」の連携により、町の課題をマルチに解決！
◎インナーとアウタースポーツの両輪で「するひと」「みるひと」「ささえるひと」の多様な関わりによるまちづくりを実現！

計画期間：～令和９年３月３１日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

①地域への関心度の向上 体験参加者へのアンケートを実施し「利府町への関心が高まった」と回答した方が80％以上
②町SNS（インスタグラム）のPV数増加 体験紹介動画のPV数 1,000PV以上
③体験プログラム及び弓道体験会に関わった町民の数の増加 運営ボランティア協力人数 延30名以上

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題＞

スポまち！表彰2025
宮城県利府町

【アウター施策】 文化体験型武道ツーリズムコンテンツの造成
①お呈茶カフェと“利府を知る入口”体験
利府町に伝わる弓文化の歴史や精神性にふれる“入口体験”

②「利府の弓がよみがえる物語」～新たなスポーツ文化の創造に向けて～
利府町の弓文化の再発見から「利府スポーツ流鏑馬大会」創出に至るまでの背景を
映像で可視化

③利府町の歴史文化×伊達文化 × 伊達弓道：しきたり体験プログラム
伊達家に伝わる弓術を体験用にアレンジした『伊達印西派弓術体験プログラム』の提供

④伝統工芸ワークショップ
⑤歴史コスプレ × フォトセッション
⑥地元弓道強豪校との交流（利府高校等）
競技を媒介とした異文化コミュニケーションの場を創出し、教育に新たな付加価値を生み出す

【インナー施策】 もののふ会の設立
上記コンテンツの実施に町内住民、弓道経験者等に参加いただき、
①弓道場の管理
②ツアーのランドオペレータ ③歴史伝承 ④弓道指導
などマルチに対応できる 「(仮称)もののふ会」 の設立に向けた足がかりとする。

利府町は2002年FIFAワールドカップなど多数の大規模スポーツ大会の開催場所となってきたが、「利府町独自のスポーツ文化」と
問われると心もとない感があった。
仙台空港や仙台港から30分圏内とアクセス性に優れ、町内には３つのＪＲ駅と４つのインターチェンジがあり、優れた立地性に恵
まれているものの、既存資源を生かしたインバウンド観光ルートができていない。

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

弓とともに歩んだ町・利府町～「弓道スポーツ文化ツーリズム」プロジェクト！

のご案内

★ここスポとは

• スポーツを楽しみたい人と楽しんでほしい人がつながる

スポーツ情報ポータルサイト

• スポーツに関するイベント、指導者、施設の情報を掲載

• 2019年よりスポーツ庁が運営

★特徴

１．大会、スポーツイベント、施設情報の提供
スポーツに関する情報を写真付きで掲載ができます。
投稿したページの閲覧者数も投稿画面から確認できます。

２. サークル情報の提供
一緒にスポーツをする仲間を募集できます。

３．スポーツに役立つ情報の発信
  お知らせ情報や、公募情報、補助金情報を発信できます。
  お知らせ欄で発信したい情報がございましたら遠慮なく
情報提供をお願いいたします。

４

★できること

スポーツに関する

• 大会、イベント、教室、サークル、施設の掲載

• ここスポユーザー向けに募集やお知らせ情報の掲載

全て無料で利用できます！

スマートフォン・パソコンから情報の検索や投稿ができます。

QRコードからここス
ポにアクセスいただ
き、情報の投稿をお
願いします。

（担当：スポーツ庁健康スポーツ課）
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子
女
王
杯
第
１
回
全
日
本
女

子
銃
剣
道
選
手
権
大
会
準
優
勝
の
森
川
友

子
銃
剣
道
選
手
権
大
会
準
優
勝
の
森
川
友

紀
子
、
同
３
位
の
今
澤
美
紗
貴
が
勝
利
を

紀
子
、
同
３
位
の
今
澤
美
紗
貴
が
勝
利
を

重
ね
、
２
名
で
団
体
優
勝
を

重
ね
、
２
名
で
団
体
優
勝
を
摑摑つ
か
つ
か

ん
だ
。

ん
だ
。

　

団
体
戦
高
校
生
の
部
（

　

団
体
戦
高
校
生
の
部
（
1313
チ
ー
ム
出

チ
ー
ム
出

場
）
決
勝
は
、
前
回
大
会
と
同
じ
く
佐
賀

場
）
決
勝
は
、
前
回
大
会
と
同
じ
く
佐
賀

農
業
高
校
Ａ
（
佐
賀
）
と
宮
城
県
農
業
高

農
業
高
校
Ａ
（
佐
賀
）
と
宮
城
県
農
業
高

校
（
宮
城
）
が
対
戦
。
佐
賀
農
業
高
校
Ａ

校
（
宮
城
）
が
対
戦
。
佐
賀
農
業
高
校
Ａ

の
先
鋒
・
古
賀
奏
丞
と
中
堅
・
峰
下
恭
芽

の
先
鋒
・
古
賀
奏
丞
と
中
堅
・
峰
下
恭
芽

が
そ
れ
ぞ
れ
胴
を
２
本
決
め
、
２
年
連
続

が
そ
れ
ぞ
れ
胴
を
２
本
決
め
、
２
年
連
続

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

個
人
戦
は
、成
年
Ａ
の
部・吉
村
佳
祐（
普

　

個
人
戦
は
、成
年
Ａ
の
部・吉
村
佳
祐（
普

教
連
）、
成
年
Ｃ
の
部
・
長
谷
川
英
昭
（
東

教
連
）、
成
年
Ｃ
の
部
・
長
谷
川
英
昭
（
東

京
都
選
抜
）、高
校
生
の
部・渕
上
誠
太
（
佐

京
都
選
抜
）、高
校
生
の
部・渕
上
誠
太
（
佐

賀
農
業
高
校
）
の
３
名
が
２
連
覇
を
達
成

賀
農
業
高
校
）
の
３
名
が
２
連
覇
を
達
成

し
た
（
長
谷
川
は
成
年
Ｂ
の
部
の
優
勝
を

し
た
（
長
谷
川
は
成
年
Ｂ
の
部
の
優
勝
を

団体戦団体戦
成年の部成年の部
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心技体 人を育てる総合誌

■
大
会
結
果

▼
団
体
戦

（
成
年
の
部
）

◉
優　

勝
＝
第
39
普
通
科
連
隊
Ａ	

（
青
森
）

◎
準
優
勝
＝
第
50
普
通
科
連
隊
Ａ	

（
高
知
）

○
３　

位
＝
第
12
偵
察
戦
闘
大
隊
Ａ	（
群
馬
）

　
　
　
　
　

普
通
科
教
導
連
隊
Ａ	

（
静
岡
）

（
女
子
の
部
）

◉
優　

勝
＝
普
通
科
教
導
連
隊	

（
静
岡
）

◎
準
優
勝
＝
郡
山	

	

（
福
島
）

○
３　

位
＝
第
13
普
通
科
連
隊	

（
長
野
）

　
　
　
　
　

山
梨
博
真
館	

（
山
梨
）

（
高
校
生
の
部
）

◉
優　

勝
＝
佐
賀
農
業
高
校
Ａ	

（
佐
賀
）

◎
準
優
勝
＝
宮
城
県
農
業
高
校	

（
宮
城
）

○
３　

位
＝
佐
賀
農
業
高
校
Ｂ	

（
佐
賀
）

　
　
　
　
　
文
星
芸
術
大
附
属
高
校	

（
栃
木
）

▼
個
人
戦

（
成
年
Ａ
の
部
）

◉
優　

勝
＝
吉
村　

佳
祐
（
普
通
科
教
導
連
隊
）

◎
準
優
勝
＝
野
田　

峻
祐
（
本
間
道
場
）

○
３　

位
＝
鎌
倉　

卓
摩
（
普
通
科
教
導
連
隊
）

　
　
　
　
　

二
宮
　
圭
介
（
第
15
即
応
機
動
連
隊
）

（
成
年
Ｂ
の
部
）

◉
優　

勝
＝
山
口　
　

徹
（
第
18
普
通
科
連
隊
）

◎
準
優
勝
＝
佐
藤
　
　
岳
（
普
通
科
教
導
連
隊
）

○
３　

位
＝
宍
浦　

功
二
（
第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
）

　
　
　
　
　

飯
嶋　
　

一
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

（
成
年
Ｃ
の
部
）

◉
優　

勝
＝
長
谷
川
英
昭
（
東
京
都
選
抜
）

◎
準
優
勝
＝
佐
藤
　
武
範
（
九
徳
塾
）

○
３　

位
＝
佐
野　

泰
生
（
東
京
都
選
抜
）

　
　
　
　
　

安
西　

直
毅
（
本
間
道
場
）

（
女
子
の
部
）

◉
優　

勝
＝
森
川
友
紀
子
（
普
通
科
教
導
連
隊
）

◎
準
優
勝
＝
鈴
木
　
弥
生
（
本
間
道
場
）

○
３　

位
＝
今
澤
美
紗
貴(

普
通
科
教
導
連
隊
）

　
　
　
　
　

山
口
あ
や
子
（
郡
山
）

（
高
校
生
の
部
）

◉
優　

勝
＝
渕
上　

誠
太
（
佐
賀
農
業
高
校
）

◎
準
優
勝
＝
峰
下
　
恭
芽
（
佐
賀
農
業
高
校
）

○
３　

位
＝
正
寶　

洋
輝
（
佐
賀
農
業
高
校
）

　
　
　
　
　

小
林　

玲
央
（
文
星
芸
術
大
附
属
高
校
）

含
め
る
と
３
年
連
続
の
優
勝
）。
成
年
Ｂ
の

含
め
る
と
３
年
連
続
の
優
勝
）。
成
年
Ｂ
の

部
で
は
山
口
徹
（

部
で
は
山
口
徹
（
1818
普
連
）
が
７
年
ぶ
り

普
連
）
が
７
年
ぶ
り

２
回
目
の
優
勝
、
女
子
の
部
で
は
団
体
戦

２
回
目
の
優
勝
、
女
子
の
部
で
は
団
体
戦

で
も
活
躍
し
た
森
川
（
普
教
連
）
が
初
優

で
も
活
躍
し
た
森
川
（
普
教
連
）
が
初
優

勝
に
輝
い
た
。

勝
に
輝
い
た
。

団体高校生の部・決勝（先鋒戦）＝団体高校生の部・決勝（先鋒戦）＝
古賀（佐賀農業高校Ａ・右）対太田良史（宮城県農業高校）古賀（佐賀農業高校Ａ・右）対太田良史（宮城県農業高校）

団体女子の部・決勝（大将戦）＝団体女子の部・決勝（大将戦）＝
森川（普教連・左）対軽部久美子（郡山）森川（普教連・左）対軽部久美子（郡山）

個人成年Ａの部・決勝＝個人成年Ａの部・決勝＝
吉村（普教連・右）対野田峻祐（本間道場）吉村（普教連・右）対野田峻祐（本間道場）

個人成年Ｃの部・決勝＝個人成年Ｃの部・決勝＝
長谷川（東京都選抜・左）対佐藤武範（九徳塾）長谷川（東京都選抜・左）対佐藤武範（九徳塾）

海外からの出場者も健闘した海外からの出場者も健闘した
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ニュース　「ガーディアン・ガールズ・空手プログラム」記者会見

　

国
連
人
口
基
金
、
国
際
キ
フ
機
構
、
世
界
空
手
連
盟
（
Ｗ
Ｋ
Ｆ
）
が
推
進
す
る
空
手

道
を
応
用
し
た
女
性
の
た
め
の
護
身
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・

ガ
ー
ル
ズ
・
空
手
（
Ｇ
Ｇ
Ｋ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
で
の
立
ち
上
げ
を

発
表
す
る
記
者
会
見
が
３
月
９
日
、
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
（
東
京
都
港
区
）
で
開
か

れ
た
。
本
記
者
会
見
で
笹
川
善
弘
全
日
本
空
手
道
連
盟
会
長
と
奈
藏
稔
久
Ｗ
Ｋ
Ｆ
事
務

総
長
が
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
発
展
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

空
手
道
を
応
用
し
た
女
性
用
護
身
術

空
手
道
を
応
用
し
た
女
性
用
護
身
術

ア
ジ
ア
で
の
普
及
目
指
す

ア
ジ
ア
で
の
普
及
目
指
す

「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ガ
ー
ル
ズ
・
空
手
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
記
者
会
見

　

Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
Ｄ
Ｖ
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起
因

す
る
暴
力
（G

ender-Based V
iolence

）

の
危
険
性
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
空

手
の
技
術
を
応
用
し
た
実
践
的
な
護
身
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
、
女
性
限
定
の
国
際
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
護
身

術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
女
性
が
輝
け
る
環
境
づ
く
り

を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
記
者
会
見

に
先
が
け
て
、
同
月
７
・
８
日
に
日
本
空

手
道
会
館
（
東
京
都
江
東
区
）
で
、
ア
ジ

ア
初
の
Ｇ
Ｇ
Ｋ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
コ
ー

ス
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
コ

ー
ス
を
修
了
し
た
受
講
生
は
、
自
身
の
国

で
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
公
認
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

今
回
の
記
者
会
見
は
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
が
ス
ペ

イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
本
部
を
置
い
て
い

る
こ
と
に
ち
な
み
、
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使

館
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
イ
ニ
ゴ
・
デ
・
パ
ラ
シ
オ
・

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
駐
日
ス
ペ
イ
ン
王
国
大
使

が
壇
上
に
立
ち
、「
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
立
ち
上
げ
に
あ

た
り
、
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
に
お
越
し
い
た

だ
き
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
」
と
歓
迎
の

挨
拶
を
述
べ
た
。
そ
し
て
「
我
が
国
は
過

去
数
十
年
に
わ
た
り
女
性
が
自
ら
の
権
利

を
行
使
で
き
る
よ
う
、
平
等
を
促
進
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起
因
す
る
暴
力
に
抗あ
ら
がう

た

め
の
公
共
政
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

我
が
国
は
、
こ
の
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

取
り
組
み
を
通
し
て
全
て
の
女
性
・
少
女

が
よ
り
強
く
、
安
全
に
、
そ
し
て
自
由
に

自
ら
の
可
能
性
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
笹
川
全
空
連
会
長
が
「
空
手

調印した覚書を掲げる笹川全日本空手道連盟会長（左）と奈藏WＫ F事務総長調印した覚書を掲げる笹川全日本空手道連盟会長（左）と奈藏WＫ F事務総長
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は
日
本
の
沖
縄
で
生
ま
れ
、
現
在
ス
ポ
ー

ツ
の
枠
を
超
え
て
世
界
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
空
手
は
哲
学
で
あ
り
、敬
意
、規
律
、

自
信
、
そ
し
て
忍
耐
力
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
人
格
形
成
の
道
で
す
」
と
挨
拶
を
述

べ
た
上
で
、「
こ
れ
ら
の
価
値
観
は
、
特

に
女
の
子
や
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
空
手
は
女
の
子
や
女
性
が
日

常
生
活
の
中
で
よ
り
自
信
と
力
強
さ
を
感

じ
ら
れ
る
一
助
に
な
り
う
る
で
し
ょ
う
」

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
旨
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

次
に
奈
藏
Ｗ
Ｋ
Ｆ
事
務
総
長
が
挨
拶
を

述
べ
、
ア
ン
ト
ネ
ッ
ラ
・
ナ
ン
ニ
同
Ｇ
Ｇ

Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細
を
解
説
し
た
。
そ
の
後
、
小
山
田

真
国
際
キ
フ
機
構
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、

奈
藏
事
務
総
長
と
小
山
田
会
長
か
ら
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
堀
井
巌
外
務
副
大
臣
へ

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
堀
井
副
大
臣
は

記
念
品
を
受
け
取
っ
た
後
、
壇
上
で
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
に
テ
ー
ブ
ル
が
設

置
さ
れ
、
全
空
連
と
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
式

が
行
わ
れ
た
。
笹
川
会
長
と
奈
藏
事
務
総

長
が
そ
れ
ぞ
れ
席
に
つ
き
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
Ｇ
Ｇ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
の
た
め

に
協
力
す
る
旨
の
覚
書
に
調
印
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｇ
Ｇ
Ｋ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
模
範
演
武
と
護
身
術
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら

演
武
者
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

イニゴ・デ・パラシオ・イニゴ・デ・パラシオ・
エスパーニャエスパーニャ

駐日スペイン王国大使駐日スペイン王国大使

堀井巌堀井巌
外務副大臣外務副大臣

小山田真小山田真
国際キフ機構会長国際キフ機構会長

ＧＧＫインストラクターによるＧＧＫインストラクターによる
護身術のデモンストレーション護身術のデモンストレーション

ＧＧＫプログラムについてＧＧＫプログラムについて
動画で説明が行われた動画で説明が行われた
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